
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.18 3.33

Ⅰ.(2) 3.43 3.41

Ⅰ.(3) 2.75 2.91

Ⅱ.(4) 2.48 2.90

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.02 3.16

Ⅱ.(8) 3.11 3.24

Ⅱ.(9) 2.91 3.09

Ⅱ.(10) 3.30 3.19

Ⅱ.(11) 2.93 3.03

Ⅱ.(12) 3.20 3.38

Ⅱ.(13) 3.05 3.33

満足度 Ⅱ.(14) 2.98 3.24

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 31.8% 4.5% 13.6% 9.1% 45.5%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

・授業の目的は設定していたが、いろいろな外部的行事が入ってき
てそれに合わせて、変えすぎていたように感じる。
・学習の難易度は適切だったと思うが、学生の子どもをめぐる状況
が十分に把握できるまでのデータ―を示せていなかった。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
2.98 3.24

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2015年度　後期

自
身
の

受
講
姿
勢

時間割番号 21105

科   目   名 生活の理解

教   員   名

講
義
内
容
・
方
法

・声の大きさは適切で学生は理解していた。
・専門的な用語が分からない学生がいて、かみ砕いて言っていると
時間がかかりすぎていた。その意味で学力の高い学生には不満の
残る授業だった。
・学生の理解度は全員を十分に確かめることができていなかった、
一部の学生の興味関心に引きずられている傾向があった。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.12 3.21

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.00 3.17

・振り返りの意味を、授業の最初に科学的に説明をしないと、単な
る反省と同じととらえている学生が多いのが気になる。
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Ⅳ.(15)授業を理解するための工夫 
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